









































































る入浴拒否―憲法学から考える」温泉82巻 3 号（2014年 3 号）24頁を参照。





















































































たとえば，「都城の温泉施設　暴排へスクラム」朝日新聞2012年 2 月 3 日朝刊27頁
（宮崎県）は，「都城市にある12の温泉施設が 2 日，暴力団排除宣言をした。……代表
者が都城署を訪れ，……署長に『入れ墨のある者の出入りを断固拒否する











































































































































































































































































































































































































































































































































〔追記 1 〕本稿の内容の一部（具体的には本稿Ⅲ章およびⅣ章 2 節）は，
日本温泉地域学会第 1 回秋季研究会（2019年11月17日）における筆者の報
告「憲法から入れ墨と入浴問題を考える」と重複する。非会員である筆者
に報告の機会を与えてくださった日本温泉地域学会および同研究会におい
て質問をしてくださった方々に深く感謝申し上げる。また，同報告の準備
段階において報告の機会を与えてくださり，様々な観点からコメントして
くださった「温泉と法」研究会の先生方にも併せて深く感謝申し上げる。
〔追記 2 〕村田彰先生のご退職に際して，文字通りの「拙」稿である本稿
を献呈することをお許しいただきたい。
先生はよく私の研究室にお越しになり，コーヒーを片手に雑談がてら，
目下先生が進めているご研究の話をしてくださった。また，新松戸キャン
パスの出講日がご一緒だった時期は，元同僚で移籍後も長く本学部の非常
勤講師を務めてくださった梅村悠先生（現・上智大学）も一緒に，ほぼ毎
週昼食をご一緒した。その中でご教示いただいたことは，法学であり，文
学であり，映画であり，社会問題であり，大学人としての生き方であり，
……つまりは数えあげればきりがない。そして，異なる研究分野にもかか
わらず，研究活動についても様々なチャンスをくださった。たとえば，上
記「温泉と法」研究会に誘ってくださったのも先生だった。
先生には，筆舌に尽くせぬご厚情を賜った。その先生のご厚情に未だ報い
ることができずにいることを，今はただ恥じるしかない。先生のご恩に報い
ることができるよう，少しでも精進することを，改めてお誓い申し上げたい。
